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２０２１年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【小 論 文】 

 

問題 

別添の資料（以下、「本資料」という。）を読んで、次の問１～４に答えなさい。

なお、解答は、解答用紙の所定の範囲に収まるように作成しなさい。 

 

問１ ４頁の下線部の「デジタル発酵」とは、どういうことですか。(ア)～(オ)

の中から最も適切と思われるものを 1つ選んで記号で答えなさい。 

 

(ア) ビッグデータを集積し、ディープラーニングやマイニングの手法を用

いて世界最高レベルの知能情報処理を行うこと 

(イ) 発熱量の大きなスーパーコンピュータの分野においてもアメリカや中

国と互角に争えるように研究開発力を強化すること 

(ウ) アメリカの GAFAM や中国の BATH に匹敵するような日本発のプラ

ットフォーマーを国家戦略として育てること 

(エ) 伝統文化とテクノロジーを融合し、混沌の中から新たな発想を醸成し、

思いもよらない方向への進化に勝ち筋を見出すこと 

(オ) グローバル市場より国内市場を重視し、情報産業を中心として内需主

導型の景気拡大を実現していくこと 

 

問２  本資料の著者（以下、「著者」という。）によれば、ヨーロッパの資本主義

とアメリカの資本主義にはどのような違いがありますか。 

 

問３ ５頁の下線部の「乗る」と「使っていく」は、それぞれどういう意味です

か。 

 

問４ 著者は、今後の日本の活路はどこにあると考えていますか。 

 

※問題文として、落合陽一『2030 年の世界地図帳』（SB クリエイティブ出版、

2019 年、288-289 頁及び 304-313 頁）を筆記試験時に配付しました。（なお、

出題にあたって一部改変しています。） 

 

略語： GAFAM=グーグル、アマゾン、フェイスブック、アップル、マイクロソ

フト 

    BATH＝バイドゥ、アリババ、テンセント、ファーウェイ 


